
の 密度 に い  

木 容・小倉 ※１・ ※２・定 ※ ・ ※  

 に

石 の加 には が 長で 148km あ

り（ １）、 林として ロ が えら

れているが、 材 の が しいとこ

が見られる（ １）。しかし、 の

備に した高木 は ロ 以 には 生

が れている。このた 、 林の 生コスト

を えるた の の一つとして低密度 が考

えられる。 からの の が強い石 で

は から した 木を るた の設

を行ってきたが、コスト低減のた 本 を

5,000本 haに減らして を行ってきた。これ

で 5,000本 で 林の 生が に で

いることから、コスト低減のた 3,000本 haの

を試 ている（ ・ 木、2016）。本 では、

その後の を したので、その を

る。 

 

 の  

本 と 、3,000本 と には の重な

りが できた（ ）。 

－  密度に 平 高の  

2016  

－  の  

石 小松 国有林  

： 未  

からの ：２ 度 

本 ： 本 

(m) (cm)
3.6 7.4 48.6

  

 １ha当たり 3,000本 の試験 を設け、 高、

、 りを し、これ での 5,000 本、

10,000本 との 長等を比較した。 

 と  

 高  

3,000 本 の での 高 長は、

5,000本、10,000本 の平均 な 長量とほ

ぼ同 度で、 高 長には、 に は見られな

かった。 全 については、 高を 高 で

した の 比を とし、 比は 48.6で れ

い になっている（表 １）。 

  

備機能については、 が重なり 表

を うことが重 である。この として、１

タール当たり 10,000本 と 、5,000

－  平 と 間  

※１ 石 光  ※２ 石 能 林総合 所 ※  石 森林 理

－13－

石川県林試研報　51 ： 13 〜 14（2020）
短報



 に が 
 に 148km  

( ) か の  の が  

 と  
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3 000 本植栽地の 能は、枝の なり

が5 000本植栽地と比較して 年、10 000本植栽

地と比較して 年 れるものの、 能に

は がないことが示唆された。ただし、

からの が近い場 では、 に高い

能が められるため、 の や立木密

度を するための材 性マ の植栽な

が必要と考えられる。 
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